
参考２

令和5年11月30日現在（速報値）

【栽培/飼養管理が困難な品目】 【栽培/飼養管理が可能な品目】

農産物 5,553 3 ウワバミソウ（１）、タケノコ（１） ソバ（1）
※14

畜産物 1,949 ―
水産物 5,056 2 イワナ（1）、ヤマメ（1）

牛乳・乳児用食品 113 ―
野生鳥獣肉 144 17 イノシシ肉（15）、ニホンジカ肉（1）、ツキノワグマ肉（1）

飲料水 7 ―
その他 286 4 あんぽ柿（2）、干し柿（2）

小計 13,108 26 21 5

農産物 3,344 33
タケノコ（19）、コシアブラ（4）、ゼンマイ（１）、ワラビ（2）、マツ
タケ（6）、クロカワ（1）

畜産物 43 ―
水産物 3,505 ―

牛乳・乳児用食品 10 ―
野生鳥獣肉 298 3 イノシシ肉（2）、ニホンジカ肉（1）

飲料水 0 ―
その他 9 ―
小計 7,209 36 36 0
農産物 735 ―
畜産物 7 ―
水産物 818 ―

牛乳・乳児用食品 4 ―
野生鳥獣肉 3 ―
飲料水 0 ―
その他 16 ―
小計 1,583 0 0 0
農産物 525 ―
畜産物 469 ―
水産物 79 ―

牛乳・乳児用食品 20 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 1 ―
その他 4 ―
小計 1,098 0 0 0
農産物 197 5 ワラビ（3）、アミタケ（1）、クロカワ（1）

畜産物 8 ―
水産物 203 ―

牛乳・乳児用食品 3 ―
野生鳥獣肉 140 35 イノシシ肉（9）、ツキノワグマ肉（25）、ニホンジカ肉（1）

飲料水 0 ―
その他 31 ―
小計 582 40 40 0
農産物 323 ―
畜産物 4 ―
水産物 337 ―

牛乳・乳児用食品 4 ―
野生鳥獣肉 22 ―
飲料水 0 ―
その他 7 1 乾燥コウタケ（1）

小計 697 1 1 0
農産物 213 1 コウタケ（1）

畜産物 5 ―
水産物 296 ―

牛乳・乳児用食品 1 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 3 ―
小計 518 1 1 0
農産物 137 5 コウタケ（2）、サクラシメジ（3）

畜産物 3,380 ―
水産物 1,168 ―

牛乳・乳児用食品 14 ―
野生鳥獣肉 47 1 シカ肉（1）

飲料水 0 ―
その他 3 1 乾燥コウタケ（1）

小計 4,749 7 7 0
農産物 73 ―
畜産物 5 ―
水産物 1 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 4 ―
小計 83 0 0 0
農産物 140 2 サクラシメジ（2）

畜産物 6 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 3 ―
野生鳥獣肉 18 ―
飲料水 0 ―
その他 7 ―
小計 174 2 2 0
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１）基準値を超過するものは、廃棄等の適切な措置が取られます。
２）下線で示している品目は、自治体、緊急時モニタリング及び国立医薬品食品衛生研究所における検査結果の
報告の際、流通品であることが示されたものです。
３）超過品目について、参考まで、「栽培/飼養管理が困難な品目」と「栽培/飼養管理が可能な品目」に区別して
います。

令和５年度公表検査結果（概略）

産地 食品群 検査件数 基準値
超過件数

超過品目



参考２

令和5年11月30日現在（速報値）

【栽培/飼養管理が困難な品目】 【栽培/飼養管理が可能な品目】

１）基準値を超過するものは、廃棄等の適切な措置が取られます。
２）下線で示している品目は、自治体、緊急時モニタリング及び国立医薬品食品衛生研究所における検査結果の
報告の際、流通品であることが示されたものです。
３）超過品目について、参考まで、「栽培/飼養管理が困難な品目」と「栽培/飼養管理が可能な品目」に区別して
います。

令和５年度公表検査結果（概略）

産地 食品群 検査件数 基準値
超過件数

超過品目

農産物 80 ―
畜産物 1 ―
水産物 9 ―

牛乳・乳児用食品 2 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 4 ―
その他 3 ―
小計 99 0 0 0
農産物 50 ―
畜産物 0 ―
水産物 45 ―

牛乳・乳児用食品 5 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 2 ―
小計 102 0 0 0
農産物 23 ―
畜産物 2 ―
水産物 53 ―

牛乳・乳児用食品 13 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 91 0 0 0
農産物 202 2 コシアブラ（2）

畜産物 4 ―
水産物 4 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 15 ―
飲料水 0 ―
その他 4 ―
小計 229 2 2 0

農産物 119 6
アミハナイグチ（1）、アミタケ（1）、クロカワ（1）、ショウゲンジ
（3）

畜産物 2 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 1 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 23 ―
その他 11 ―
小計 156 6 6 0
農産物 160 5 コシアブラ（4）、コシアブラ（1）

畜産物 3 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 7 ―
野生鳥獣肉 241 ―
飲料水 4 ―
その他 3 ―
小計 418 5 5 0

農産物 50 5
オオキツネタケ（1）、キノボリイグチ（2）、シロヌメリイグチ
（1）、ハナイグチ（1）

畜産物 3 ―
水産物 20 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 1 ―
飲料水 5 ―
その他 4 ―
小計 83 5 5 0
農産物 38 ―
畜産物 0 ―
水産物 35 ―

牛乳・乳児用食品 35 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 7 ―
小計 115 0 0 0
農産物 4 ―
畜産物 0 ―
水産物 2 ―

牛乳・乳児用食品 1 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 7 0 0 0
農産物 1 ―
畜産物 0 ―
水産物 2 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 3 0 0 0
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参考２

令和5年11月30日現在（速報値）

【栽培/飼養管理が困難な品目】 【栽培/飼養管理が可能な品目】

１）基準値を超過するものは、廃棄等の適切な措置が取られます。
２）下線で示している品目は、自治体、緊急時モニタリング及び国立医薬品食品衛生研究所における検査結果の
報告の際、流通品であることが示されたものです。
３）超過品目について、参考まで、「栽培/飼養管理が困難な品目」と「栽培/飼養管理が可能な品目」に区別して
います。

令和５年度公表検査結果（概略）

産地 食品群 検査件数 基準値
超過件数

超過品目

農産物 0 ―
畜産物 0 ―
水産物 1 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 1 0 0 0
農産物 4 ―
畜産物 0 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 1 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 1 ―
その他 0 ―
小計 6 0 0 0
農産物 7 ―
畜産物 1 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 8 0 0 0
農産物 0 ―
畜産物 0 ―
水産物 4 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 4 0 0 0
農産物 70 ―
畜産物 0 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 15 ―
小計 85 0 0 0
農産物 6 ―
畜産物 0 ―
水産物 25 ―

牛乳・乳児用食品 1 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 1 ―
小計 33 0 0 0
農産物 1 ―
畜産物 0 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 1 0 0 0
農産物 2 ―
畜産物 0 ―
水産物 4 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 6 0 0 0
農産物 10 ―
畜産物 0 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 10 0 0 0
農産物 1 ―
畜産物 0 ―
水産物 2 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 3 0 0 0
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参考２

令和5年11月30日現在（速報値）

【栽培/飼養管理が困難な品目】 【栽培/飼養管理が可能な品目】

１）基準値を超過するものは、廃棄等の適切な措置が取られます。
２）下線で示している品目は、自治体、緊急時モニタリング及び国立医薬品食品衛生研究所における検査結果の
報告の際、流通品であることが示されたものです。
３）超過品目について、参考まで、「栽培/飼養管理が困難な品目」と「栽培/飼養管理が可能な品目」に区別して
います。

令和５年度公表検査結果（概略）

産地 食品群 検査件数 基準値
超過件数

超過品目

農産物 0 ―
畜産物 0 ―
水産物 3 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 3 0 0 0
農産物 0 ―
畜産物 0 ―
水産物 2 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 2 0 0 0
農産物 2 ―
畜産物 1 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 3 0 0 0
農産物 1 ―
畜産物 0 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 1 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 2 0 0 0
農産物 0 ―
畜産物 0 ―
水産物 1 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 1 0 0 0
農産物 13 ―
畜産物 1 ―
水産物 7 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 10 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 31 0 0 0
農産物 7 ―
畜産物 1 ―
水産物 3 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 11 0 0 0
農産物 2 ―
畜産物 3 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 5 0 0 0
農産物 2 ―
畜産物 0 ―
水産物 2 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 4 0 0 0
農産物 1 ―
畜産物 0 ―
水産物 1 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 2 0 0 0
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参考２

令和5年11月30日現在（速報値）

【栽培/飼養管理が困難な品目】 【栽培/飼養管理が可能な品目】

１）基準値を超過するものは、廃棄等の適切な措置が取られます。
２）下線で示している品目は、自治体、緊急時モニタリング及び国立医薬品食品衛生研究所における検査結果の
報告の際、流通品であることが示されたものです。
３）超過品目について、参考まで、「栽培/飼養管理が困難な品目」と「栽培/飼養管理が可能な品目」に区別して
います。

令和５年度公表検査結果（概略）

産地 食品群 検査件数 基準値
超過件数

超過品目

農産物 5 ―
畜産物 0 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 5 0 0 0
農産物 2 ―
畜産物 0 ―
水産物 4 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 6 0 0 0
農産物 2 ―
畜産物 0 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 1 ―
小計 3 0 0 0
農産物 0 ―
畜産物 0 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 0 0 0 0
農産物 2 ―
畜産物 1 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 3 0 0 0
農産物 5 ―
畜産物 0 ―
水産物 1 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 1 ―
小計 7 0 0 0
農産物 0 ―
畜産物 0 ―
水産物 0 ―

牛乳・乳児用食品 0 ―
野生鳥獣肉 0 ―
飲料水 0 ―
その他 0 ―
小計 0 0 0 0
農産物 38 ―
畜産物 36 ―
水産物 15 ―

牛乳・乳児用食品 403 ―
野生鳥獣肉 1 ―
飲料水 90 ―
その他 802 ―
小計 1,385 0 0 0

※１：令和４年度公表検査結果
総計：36,309件（基準値超過135件）

※２：令和３年度公表検査結果
総計：41,361件（基準値超過157件）

※３：令和２年度公表検査結果
総計：54,412件（基準値超過127件）

※４：令和元年度公表検査結果
総計：284,931件（基準値超過166件）

※５：平成30年度公表検査結果
総計：299,424件（基準値超過313件）

※６：平成29年度公表検査結果
総計：306,623件（基準値超過200件）

※７：平成28年度公表検査結果
総計：322,563件（基準値超過461件）

※８：平成27年度公表検査結果
総計：340,311件（基準値超過291件）

※９：平成26年度公表検査結果
総計：314,216件（基準値超過565件）

※10：平成25年度公表検査結果
総計：335,860件（基準値超過1,025件）

総計：278,275件（基準値超過2,372件（暫定規制値超過17件含む））
※12：平成24年3月31日以前に採取された検体（暫定規制値適用対象）の検査結果

総計：137,037件（暫定規制値超過1,204件）
※13：食品中の放射性物質検査は主として出荷前の段階において実施されています。

基準値を超過するものは、出荷制限が指示されている地域のものがほとんどであり、
廃棄等の適切な措置が取られます。

※14：本品目は、収穫・調製時に器具からの交差汚染が疑われたものです。

※11：平成24年度公表検査結果（平成24年4月1日以降に採取された検体分（経過措置対象品目を含む））
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総計 32,734 126


